
17 広報まえばし

夏
休
み
に
、
子
ど
も
自
然
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
者
に
は
、
事
前

説
明
会
と
学
習
会
を
実
施
。
詳
し
く

は
中
央
公
民
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

期
日
＝
８
月
２
日
�
〜
６
日
�
（
四

泊
五
日
）

会
場
＝
国
立
赤
城
青
年

の
家
（
富
士
見
村
）

対
象
＝
小
４

〜
小
６
、
三
十
人
（
抽
選
）

内
容

＝
登
山
、
星
座
観
察
、
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ア
ー
、
竹
細
工
作
り
な
ど
　
参

加
費
＝
一
万
円
　
申
し
込
み
＝
６
月

18
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学

年
・
性
別
・
保
護
者
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
前
橋
市
大
手
町
二
丁
目

三
―
六
・
中
央
公
民
館
「
子
ど
も
自

然
教
室
係
」（
�
２
２
３
―
３
８
１
８
）

へ
六
月
は
「
計
量
管
理
強
調
月
間
」

で
す
。
正
し
い
計
量
は
経
済
の
大
切

な
ル
ー
ル
。
商
品
の
値
段
や
品
質
と

同
様
に
、
量
目
（
正
味
量
）
に
も
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
計
量
を
正
し
く

行
う
た
め
に
、
次
の
二
つ
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

□
検
定

商
取
引
や
証
明
用
の
は
か
り
や
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
メ
ー
タ
ー

類
は
、
検
定
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
合
格
し
た
物
に
は
検
定

証
印
が
付
い
て
い
ま
す
。
商
取
引
や

証
明
用
の
は
か
り
を
購
入
す
る
と
き

は
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
検
定

の
有
効
期
限
が
決
め
ら
れ
た
物
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

□
定
期
検
査

商
取
引
や
証
明
用
の
は
か
り
は
、

必
ず
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

定
期
検
査
に
合
格
し
た
物
に
は
合
格

証
紙
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
商
業
観
光
課
�

８
９
０
―
６
６
０
８
へ
。

県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
管

理
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
23
日
�
・
25
日
�
、
午

前
10
時
15
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
25

日
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

会
場

＝
総
合
福
祉
会
館
（
日
吉
町
二
丁
目
）

対
象
＝
企
業
の
管
理
職
、
先
着
五
十

人
　
内
容
＝
管
理
者
の
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
の
基
調
講
演
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
の
講
議
　
参

加
費
＝
二
万
円
（
協
会
会
員
は
一
万

五
千
円
）

申
し
込
み
＝
６
月
11
日

�
ま
で
に
県
職
業
能
力
開
発
協
会
�

０
２
７
０
―
２
３
―
７
７
６
１
へ

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職

促
進
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開

催
。
男
性
も
受
講
で
き
ま
す
。
な
お
、

事
前
の
申
し
込
み
で
、
三
歳
か
ら
六

歳
ま
で
の
子
の
託
児
も
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
７
月
１
日
〜
９
月
16
日
の
木

曜
十
二
回
、
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

30
分
　
会
場
＝
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
　

対
象
＝
マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作

の
で
き
る
人
、
二
十
人
（
抽
選
）

内
容
＝
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
の
使
い
方
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
　
参
加
費
＝
八
千
円
　

申
し
込
み
＝
６
月
14
日
�
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
職
業
・

電
話
番
号
・
託
児
人
数
と
年
齢
（
希

望
者
の
み
）
を
明
記
し
、
〒
３
７
１

―
０
０
３
５
前
橋
市
岩
神
町
三
丁
目

一
―
一
・
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
勤
労

女
性
セ
ン
タ
ー
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
係
」

（
�
２
３
０
―
９
０
９
８
）
へ

年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
は
、
年

金
の
実
質
的
価
値
を
維
持
す
る
た
め

に
、
物
価
の
上
昇
・
下
落
に
応
じ
て

年
金
額
の
改
定
を
行
う
仕
組
み
で
す
。

平
成
十
二
年
度
か
ら
十
四
年
度
ま

で
の
三
年
間
は
、
物
価
の
下
落
に
も

か
か
わ
ら
ず
特
例
的
に
年
金
額
は
減

額
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
平
成
十
五
年
度
は
、
最

低
限
の
見
直
し
と
し
て
、
十
四
年
度

の
消
費
者
物
価
の
下
落
分
（
マ
イ
ナ

ス
〇
・
九
％
）
に
つ
い
て
の
み
減
額

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
も
、

十
五
年
度
の
物
価
下
落
分
（
マ
イ
ナ

ス
〇
・
三
％
）
に
つ
い
て
の
み
減
額

改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

に
よ
る
、世
代
間
扶
養
の
制
度
で
す
。

保
険
料
を
負
担
す
る
現
役
世
代
と
、

年
金
を
受
給
す
る
世
代
と
の
均
衡
を

図
る
た
め
、
今
回
の
減
額
改
定
は
必

要
最
低
限
の
措
置
で
す
。

な
お
、
四
月
分
の
年
金
（
定
期
支

払
い
の
場
合
は
六
月
支
払
い
分
）
か

ら
改
定
さ
れ
、
改
定
後
の
年
金
額
の

お
知
ら
せ
（
年
金
額
改
定
通
知
書
）

は
六
月
上
旬
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
送
付
し
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
前
橋
社
会
保
険

事
務
所
�
２
３
１
―
１
７
０
５
へ
。

検
査
を
受
け
て

正
し
い
計
量
を

夏
休
み
に
み
ん
な
で

赤
城
の
自
然
を
満
喫

能
力
向
上
の
た
め

管
理
職
セ
ミ
ナ
ー

就
職
促
進
す
る

パ
ソ
コ
ン
講
座

改
定
し
た
年
金
額

６
月
に
通
知
し
ま
す

商取引は検査済みのはかりで

成
・
管
理
�
翻
訳
、
各
四
人
（
選

考
）

対
象
＝
�
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
な
ど
の
専
門
知
識
や
経
験

の
あ
る
人
�
は
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
の

い
ず
れ
か
で
翻
訳
経
験
の
あ
る
人
　

勤
務
場
所
＝
市
職
員
研
修
会
館（
本

町
一
丁
目
）

勤
務
時
間
＝
�
は

月
曜
〜
金
曜
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
�
は
一
日
七
時
間
を
月
に
四

日
程
度
（
自
宅
作
業
可
）

賃
金

＝
�
は
時
給
千
円
〜
千
五
百
円
�

は
日
額
一
万
円
　
申
し
込
み
＝
６

月
30
日
�
ま
で
に
文
化
政
策
課
�

８
９
０
―
６
５
１
６
へ

市
国
際
交
流
協

会
で
は
、
外
国
籍

住
民
向
け
生
活
情

報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
す
る
た
め
、

臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
雇
用
期

間
は
七
月
か
ら
十

二
月
ま
で
。
応
募

で
き
る
人
は
現
在
、

失
業
中
で
求
職
活

動
を
行
っ
て
い
る

人
の
み
で
す
。

職
種
・
人
数
＝
�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

ホームページ作成業務に
臨時職員を募ります

国際交流
協会


